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お問い合わせ　　板室温泉大黒屋　プレス担当：伴内幸江、八木良美

　　　　　　　　TEL 0287-69-0226　FAX 0287-69-0497　E-mail  onsen@itamuro-daikokuya.com

　　　　　　　　〒325-0111 栃木県那須塩原市板室 856     website　www.itamuro-daikokuya.com

是非、貴誌・貴社にて御紹介下さいますよう宜しくお願い致します。ご質問等がございましたら

下記までお問い合わせ下さい。

瀬沼 健太郎 Kentaro Senuma
1972 年　東京都に生まれる
1999 年　金沢卯辰山工芸工房研修者
2000 年　個展　INAX スペース金沢（石川）
2002 年　富士川ガラス工房スタッフ
2006 年　エズラグラススタジオスタッフ
2010 年　工房 ethnos－エトノス－設立
2014 年　ガラス作家ユニット Glass Around 70's 参加
2017 年　秋田公立美術大学准教授
ぼか個展、グループ展多数

瀬沼 健太郎展

会期：2018 年 7 月 1 日（日）－ 7 月 30 日（月）
　　　9:00－17:00 　
会場：板室温泉大黒屋サロン　入場無料
作家在廊予定日： 20 日、21 日
アーティストトーク：20 日 20:00－21:00
展示は宿泊以外の方もご覧いただけます。

Senuma Kentaro Exhibition

板室温泉大黒屋では、2018 年 7 月 1 日 ( 日 ) より 7 月 30 日 ( 月 ) まで、ガラス作家の瀬沼健
太郎の個展を開催いたします。瀬沼は東京都生まれ多摩美術大学デザイン科を卒業後、ガラス
工房での勤務や大学での非常勤講師を経て 2010 年に東京で独立。現在は秋田公立美術大学准教
授として後進の指導にあたりながら、展覧会を定期的に開催し精力的に活動しています。
瀬沼の作品の多くは古陶磁の形の普遍的な要素をガラス器に写した作品が特徴的であると同時
に、制作の基本に水を大きなテーマとして捉え、ガラスの瑞々しさを引き出しつつ水を見せる
ということを常々考えて制作をしています。自身で花を生けることでも知られ、器をつくること、
花を生けることどちらの行為も大事にしています。本展示では、板室の夏に合わせ森の緑、
通り抜ける風、水の気配を感じとれるような作品をテーマに花器、うつわ、オブジェなどの展
示を予定しております。どのように板室に咲く野花で大黒屋の空間に生けるのか、是非ご高覧
ください。


